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研究報告書 

 
p53ノックアウトを用いた解析によって、細菌叢制御に関わる複数の候補分子を同定し

た。そこで腸内細菌叢の評価を実施し、p53が下流遺伝子の制御を介してbacteriaの増

殖抑制することを明らかとした。現在該当する分子を用いたIn vivoの解析を実施中であ

る。またp53結合配列上の多型解析によって、前立腺がん発症リスクと関連する多型を同

定した。この多型はp53の結合を制御することで近傍の遺伝子誘導を調整し、発癌リスク

に関係することが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  


